
■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。

■「星の会」は、不登校を考える親の会です。親以外にも不登校につ

　　いて継続的に考えていきたい教師・個人も入会できます。

■「星の会」の例会は、大分で月に２回、別府・津久見でそれぞれ月

　　に１回開いています。

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓迎です。

　　周りの方に拡げて下さい。
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星の会星の会
不登校を考える親の会

2011年10月31日(月）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第123号

★
★

★ （Ｅ-mail）ichibanboshi@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。年会費は 2000円です

●会費は2011年の分だけで結構です。2010年以前の会費の徴収はしません。

◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで

　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。

◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても結構です。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さいね。

●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。

会費

○大分例会　　12月３日（土）13：00～16：20
○大分例会（夜）12月16日（金）19：00～21：00
○別府例会　　12月３日（土）19：00～21：00　
○津久見例会　12月２日（金）19：30～22：00
変更する場合があるので、会報で確認して下さい
。

を納めて下さい

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

次回
予告

月例会

■第83回　大分例会　（通算401回）　

○11月５日（土）　13：00～16：20

○大分コンパルホール　310室（３階）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　安部さん　090-8223-8250

■第21回　別府例会　（通算402回）　

○11月５日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館

（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○申込みは　西田さん　090-7389-1577

○11月11日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　戸高さん　090-9792-7317　

■第172回　津久見例会（通算403回）

■第84回　大分例会　（通算404回）　

○11月18日（金）　19：00～21：00

○大分コンパルホール　310号室（３階）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964
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400回例会は
約70名の方々の参加がありました。
■不登校の体験の方や先生の話を聴き、同感することが多くて涙が出てきました。

良いお話が聞けました。今、高校に行くかどうかで一番悩んでいるところです。

■今、高校の進路の真っ最中で…。とても良いお話が聴けました。参考にさせて

もらいます。

■大学生で、自己肯定感に興味があり参加させていただきました。大学生として

勉強させて頂けたのは勿論ですが、私自身これまで生きてきた中で感じていた葛

藤に向き合う機会になりました。ありがとうございました。

■子どもが中学 1年生で、不登校になって 1ヶ月くらいです。突然学校に行かな

くなって…。毎朝全く行く様子がなくいつになったら行くのか、中学の勉強はむ

ずかしいのに遅れが取り戻せるのか、何がそんなにつらいのか等を思い、私自身

がとても苦しかったのですが、今回いろいろな方の話を聴かせていただき、今子

ども自身が一番苦しんでいることがわかりました。自分勝手をしているように見

えますが、この子を受け入れていきたいと思いました。(以下略）

■かつて、子どもが不登校をしていました。ここで話を聴くことで、改めて思い

出すことや考えることができるという楽しさ（？）と新しい発見をすることがで

きる喜びをいつも感じています。（以下略）

■主人がたまに「この子なんかいなかったら良い」と言う時があって、すごく主

人のことを憎らしく思ったりしていました。今日、先生が「子どもを愛したいと

いう気持ちがあるからですよ。」と話して下さった時に、もう一度改めて主人を

認める気持ちが持てました。ありがとうございました。
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